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助成活動名 困る前に寄り添うユニバーサルアプローチ型ユースセンター整備事業 

助成額      円 

活動内容 

目的 

２０２２年度、ＳＧＳＧでは岡山ＮＰＯセンターの委託を受け、「困難を抱え 
る青少年アウトリーチ型実態調査」の中で１００名以上の高校生にアンケート 
・ヒアリングを行った。その結果、「困ってからでは遅い。困る前になんとか 
する」形での支援の必要性が明らかになった。ユース世代が、ユース同士また 
は、ユースワーカーなどの大人に気兼ねなく相談することが出来る「場」、社 
会と繋がりを持ち成長できる「場」、困る前になんとかするための「場」をつ 
くるため、支援の核となるのがユースセンターである。 
本来ユース世代の支援は、行政の仕事であると考える。例えば人口約４６万人 
の兵庫県尼崎市では、ユース支援に 7198 万円を一般会計より支出している（令 
和５年度当初予算）。しかし人口約７０万人の岡山市では０円である。若者支 
援の全国的潮流として直営または公設民営形式のユースセンターの設置される 
べきだと考えてるが、潜在的なニーズに対して施策の「空白地帯」になってい 
る。当法人のような民間団体が非営利活動として実績を積み重ねユース支援の 
重要性を行政に対して訴えていかざるを得ない。 
 

内容 

奉還町ユースセンターは築 63 年の木造 2 階建てである。2022 年 12 月、1 階部
分の 
み整備が完了した。2 階部分は一部未整備のため、2023 年度は本来できる事業 
の規模を縮小して行っている。2 階部分の一部は天井のモルタルが剥離し落下 
の危険があり、一部立ち入り禁止区域としている。2023 年度に危険個所の応急 
修理を行った上で 2024 年度に整備が完了すれば以下の事業のすべてを行うスペ 
ースが確保できる。 
【事業場所】  
奉還町３丁目「奉還町ユースセンター」岡山駅から徒歩圏内の商店街。 
【事業内容】  
①相談支援  
ユースワーカーおよびスクールソーシャルワーカーによるによる中高生への相 
談支援 
②居場所支援 
ユースセンター内において以下のサービスを無償提供 
・ユースカフェ（利用者同士の交流スペース）カフェが提供する飲食は実費 
・自習室（Wi－Fi 完備）を登録制で利用できる 
③キャリア支援 
利用者の進路などを自己探究の視点で伴走を行う. 
【開催日時】 
火～金 15:30-19:30 土 11:30～17:00 
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【支援対象者数】 月間利用者数 100 名 
【支援対象へのリーチ方法】 岡山市内中学校および高等学校への案内  

当初の計画
からの変更

点 

特になし 
 
 
 
 
 
 
 

成果 

懸案事項だった、2 階部分の改修が完了し、安全に使用する環境が整った。 
利用者も月間 100 名程度（延べ数）となり、当初の数値目標は達成された。 
7 月より、ユースセンターを PR するため、ユースセンターを利用する中高生を
ゲストに呼んだポッドキャスト「放課後スクール☆JACK NEO」の配信を毎週 
行った。 
9 月から 11 月にかけて、ユースセンターを利用する中高生を中心に映画制作に
挑戦し、12 月にユースセンターで公開した。 
困りごとを抱えた中高生の相談も毎月 1 件程度あり、学校との橋渡しや関係機
関の紹介を行った。 
 

今後の課題
と対応策 

今年度、ユース世代をサポートするスタッフ不足に悩まされた。常時 3 名のスタッフ＋ボラン
ティアスタッフという体制で臨むため、継続的に関わるボランティアスタッフをゆうあいセン
ターを通じて募集した。4 名の応募があったが、なかなか継続できず、また有給スタッフも人
件費をねん出できずに増員できなかった。 
「ユースセンター」という箱は完成したので、今後はそこに関わる支援スタッフの育成に力を
入れていきたい。 
 



写真の提出 

 

ユースセンター外観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
洋服リメイクにチャレンジする中学生のサポート 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ポッドキャスト収録の様子 

 

 

高校生と大学生サポートスタッフとのユースセンターでの交流 

 

 


